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「
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」の
住
宅
性
能
表
示
制
度
の
変
更
！

一発ゴー！Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

松下孝建設『街並みProject』
薩摩川内市で人気のある、『一部２階建て』
と『スキップフロアのある平屋建て』そのど
ちらのプランも反映できる区画割り。１つの
住宅メーカーだから実現できるお互いの窓の
位置や、採光・通風を考慮して設計できる松
下孝建設の分譲地は、外観も整った美しい街
並みの形成も魅力の一つです。土地・建物を
松下孝建設が販売・建築しますので余計な経
費を抑えて総予算を迎える事ができます。

鹿児島の気候に適した高気密・高断熱と「循環空調」システムの「和」
をイメージしたモデルハウス第二弾です。一般家庭用のリビングサイズ
のエアコンで室内空間のすべてが温度差なく、一年中を快適に過ごせま
す。
高性能樹脂サッシと24時間計画換気で、結露の発生を防ぎ、家族の健
康と住宅の高耐久性を実現しました。
ZEH基準を標準クリアした外皮性能とハウス・オブ・ザ・イヤー2013
で大賞を受賞した公的にも認められた施工技術の粋。外装、内装共にこ
れまでの松下孝建設とは少し違う趣を感じてください。

薩摩川内市 新モデルハウス 好評公開中！ 粋空間
プロジェクト

SU I

鹿児島市 和楽Ⅱ展示場 好評公開中！ 粋空間
プロジェクト

SU I﹁
省
エ
ネ
ル
ギ
�
基
準
﹂の
大
幅
改
訂
案
中
止
�

2
0
2
2
年
度「
通
常
国
会
」

後
半
に
提
出
延
期
に
！

2
0
2
2
年
度「
省
エ
ネ

基
準
」改
正
ポ
イ
ン
ト
。

　
岸
田
政
権
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
型

住
宅
」
の
「
普
及
促
進
拡
充
」
や

「
省
エ
ネ
関
連
基
準
」
の
引
き
上
げ

で
「
脱
炭
素
化
」
を
計
る
方
針
に
変

わ
り
は
な
い
と
言
う
も
の
の

1
9
9
9
年
の
「
次
世
代
省
エ
ネ
基

準
」
以
来
、
最
も
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ

る
改
正
に
な
る
予
定
だ
っ
た

2
0
2
2
年
版
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

準
」
の
改
訂
は
、
2
0
3
0
年
に
新

築
住
宅
・
建
築
物
で
Ｚ
Ｅ
Ｈ
と
Ｚ
Ｅ

Ｂ
の
定
着
目
標
を
か
か
げ
て
民
間
の

住
宅
や
建
築
物
を
対
象
に
し
た
「
太

陽
光
発
電
設
備
」
の
「
設
置
義
務

化
」
と
共
に
今
回
は
、
同
時
見
送
り

に
な
り
ま
し
た
。

　
国
交
省
・
経
産
省
・
環
境
省
の
３

省
が
合
同
で
設
置
し
た
「
脱
炭
素
社

会
に
向
け
た
住
宅
・
建
築
物
の
省
エ

ネ
対
策
等
の
あ
り
方
検
討
会
」
の
素

案
で
は
、
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置

を
促
進
す
る
た
め
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
や
Ｚ
Ｅ

Ｂ
へ
の
支
援
策
を
拡
充
し
、
既
存
建

物
は
自
治
体
と
連
携
し
て
「
省
エ
ネ

化
改
修
」
の
促
進
。
窓
ガ
ラ
ス
を
複

　

基
準
の
改
正
を
行
う
。
と
い
う
概

要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
」
は

「
経
産
省
」
主
導
の
設
備
機
器
に

よ
る
住
宅
の
「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

や
高
性
能
化
か
ら
「
国
土
交
通

省
」
主
導
の
「
住
宅
性
能
」
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
変
更
に
な
り
、

今
回
の
改
正
で
は
民
間
組
織
の

「
H
E
A
T
20
」
が
提
唱
し
て
い

る
性
能
表
示
「
Ｇ
１
・
Ｇ
２
・
Ｇ

３
」
基
準
が
「
5
地
域
」
の
一
部

修
正
を
行
っ
て
Ｇ
２
が
「
等
級

6
」
・
Ｇ
３
が
「
等
級
7
」
の
最

高
基
準
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
民
間
が
実
践
し
て
い
る
現
実
的

な
性
能
数
値
が
「
性
能
基
準
」
に

反
映
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
の
「
省
エ
ネ
基
準
」
で
経
産

省
が
主
導
し
た
「
最
高
性
能
」
の

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
令
和

4
年
4
月
1
日
の
施
行
を
予
定
し

て
い
た
「
Ｚ
Ｅ
Ｈ
水
準
」
の
断
熱

性
能
で
あ
る
「
断
熱
等
性
能
等
級

5
」
を
さ
ら
に
上
回
る
「
等
級
6

及
び
等
級
7
を
創
設
」
す
る
た
め

「
表
示
基
準
及
び
評
価
方
法
」
の

期
待
さ
れ
る
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト

が
寄
せ
ら
れ
て
「
社
会
資
本
整
備

審
議
会
、
建
築
分
科
会
、
建
築
環

境
部
会
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
基
準
小
委
員
会
」
等
に
お

い
て
「
住
宅
性
能
表
示
制
度
」
に

お
け
る
上
位
等
級
へ
の
位
置
づ
け

層
や
二
重
サ
ッ
シ
に
取
り
換
え
る

「
断
熱
改
修
」
の
支
援
の
他
「
耐

震
性
や
省
エ
ネ
性
能
」
が
低
く
、

改
修
で
は
不
十
分
な
建
物
は
、
建

て
替
え
の
誘
導
策
も
検
討
さ
れ
ま

す
。
普
及
に
当
た
っ
て
は
「
住
宅

購
入
者
」
に
過
度
な
負
担
を
強

い
な
い
よ
う
、
適
合
を
義
務
付

け
る
「
省
エ
ネ
基
準
」
は
、
性

能
の
指
標
と
な
る
「
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
基
準
」
を
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
方
向
で
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
の
導
入
を

標
準
化
し
、
既
存
施
設
に
も
可

能
な
限
り
設
置
す
る
、
な
ど

「
日
本
住
宅
性
能
表
示
基
準
改

正
」
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、

経
産
省
の
「
Z
E
H
基
準
」
の

「
断
熱
性
能
」
を
さ
ら
に
上
回

る
多
段
階
断
熱
基
準
の
普
及
に

つ
い
て
は
「
積
極
的
な
取
り
組

み
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
で
、
よ

り
省
エ
ネ
性
能
の
高
い
住
宅
の

供
給
促
進
、
各
種
基
準
の
早
期

引
き
上
げ
に
つ
な
が
る
こ
と
も

　

最
も
大
き
な
改
正
点
は
、新
設
さ
れ

る
等
級
5
・
6
・
7
の
高
性
能
基
準

「
Z
E
H
基
準
」
を
「
等
級
5
」
に

す
る
な
ど
、
か
な
り
意
欲
的
な
改
正

案
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
ビ
ル

ダ
ー
の
場
合
「
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
20
」
の
Ｇ

２
・
Ｇ
３
基
準
は
か
な
り
ハ
ー
ド
ル

が
高
く
、
現
状
の
「
ス
チ
ー
ル
ハ
ウ

ス
」
で
は
「
等
級
5
」
が
限
界
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
思
い
が
杞
憂
で
終
わ
る

こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
表
1
・
2
・

3
を
表
示
し
ま
し
た
。
表
1
で
は
現

行
「
省
エ
ネ
基
準
」
と
「
H
E
A
T

20
」
を
比
較
し
て
み
て
下
さ
い
。
表

2
は
、
新
等
級
の
性
能
値
で
、
赤
四

角
内
が
「
H
E
A
T
20
」
か
ら
一
部

性
能
を
落
と
し
た
も
の
で
す
。
表
3

は
高
性
能
等
級
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
量
」
と
「
削
減
率
」
で
す
。

　
こ
の
ま
ま
改
訂
に
は
な
ら
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
日
本
の
住
宅
も
よ

う
や
く
、
こ
の
レ
ベ
ル
ま
で
到
達
し

た
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
通
常
国
会

提
出
時
に
、
現
行
の
ま
ま
で
提
出
さ

れ
る
こ
と
を
切
に
望
む
の
み
で
す
。

岸
田
政
権
の「
脱
炭
素
社
会
」の
実
現
に
向
け
た
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
が
一
時
中
止
に
。

■日本住宅性能表示基準の一部改正の告示（案・概要）

■日本住宅性能表示基準の一部改正の告示（案・概要）
●住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく住宅性能表示制度における ZEH 水準を上回る等級について

等 級 UA水準・一次エネ※２ 1地域 2地域 3地域 4地域 5地域 6地域 7地域

UA水準 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26

暖房一次エネ 47.4GJ
(40%削減)

41.8GJ
(40%削減)

17.2GJ
(43%削減)

16.6GJ
(43%削減)

9.5GJ
(50%削減)

6.4GJ
(52%削減)

3.0G J
(56%削減)

冷房一次エネ 0.6GJ
(24%削減)

0.6GJ
(19%削減)

1.0GJ
(17%削減)

1.6GJ
(24%削減)

1.6GJ
(22%削減)

4.3GJ
(23%削減)

4.9GJ
(27%削減)

暖冷房一次エネ 48.0GJ
(39%削減)

42.4GJ
(40%削減)

18.2G J
(42%削減)

18.2 GJ
(42%削減)

11.1GJ
(47%削減)

10.8 GJ
(43%削減)

7.9GJ
(42%削減)

UA水準 0.28 0.28 0.28 0.34 0 .46 0.46 0. 46

暖房一次エネ 57.0 GJ
(27%削減)

50.6GJ
(28%削減)

20. 5GJ
(32%削減)

20.2G J
(31%削減)

12.5G J
(34%削減)

8. 7G J
(35%削減)

4. 3GJ
(37%削減)

冷房一次エネ 0.5 G J
(25%削減)

0.6 G J
(20%削減)

1. 0G J
(18%削減)

1.5G J
(25%削減)

1.7G J
(20%削減)

4.5GJ
(20%削減)

5.3G J
(20%削減)

暖冷房一次エネ 57.6G J
(27%削減)

51. 2 G J
(27%削減)

21.4 GJ
(31%削減)

21.8GJ
(30%削減)

14.2G J
(32%削減)

13. 2G J
(31%削減)

9.6GJ
(29%削減)

UA水準 0. 4 0 0.4 0 0. 50 0 .60 0.6 0 0.6 0 0.60

暖房一次エネ 67. 6 G J
(14%削減)

6 0.1 G J
(14%削減)

2 6.9 G J
(10%削減)

23.9G J
(18%削減)

12.7G J
(33%削減)

8. 9 G J
(33%削減)

4.2GJ
(39%削減)

冷房一次エネ 0 .6 G J
(23%削減)

0. 6 G J
(20%削減)

1. 0 G J
(17%削減)

1.6 G J
(20%削減)

1. 8 G J
(15%削減)

4.8 G J
(15%削減)

5 . 5 G J
(17%削減)

暖冷房一次エネ 68. 2G J
(14%削減)

60. 7GJ
(14%削減)

2 7. 9 G J
(11%削減)

25.5G J
(18%削減)

14.5 G J
(31%削減)

13. 7 G J
(28%削減)

9 .7G J
(28%削減)

等級４

UA水準 0 . 4 6 0 . 46 0. 56 0. 7 5 0.8 7 0.8 7 0. 8 7

暖房一次エネ 78447MJ 69824MJ 29982MJ 29214M J 1 88 95M J 13383MJ 6854 M J

冷房一次エネ 722M J 720 M J 1188MJ 2055MJ 2094 MJ 5634MJ 6673M J

暖冷房一次エネ 79169MJ 70544MJ 31170MJ 31269MJ 20989 MJ 19017MJ 13527M J

外皮性能の ZEH水準を上回る等級案とエネルギー消費量の関係
○民間基準のＧ２，Ｇ３※1の5地域のUA水準について6地域と同水準とすると、5地域のZEH水準を上回る等級、（等級6，等級7）
　について目安とした削減率、概ね30％削減、概ね40％削減)に近い値となる。

等級7案
　暖冷房一次エネを
概ね40％削減可能な

レベル

Ｇ３仕様※3で試算
（5地域の水準修正）

等級5案
　ZEHレベル

ZEH仕様※4で試算

等級6案
　暖冷房一次エネを
概ね30％削減可能な

レベル

Ｇ３仕様※3で試算
（5地域の水準修正）

※1「2020 年を見据えた住宅の高断熱化技術検討委員会（HEAT20）」策定の基準　※2各地域の標準的な暖冷房設備を想定。1～2地域の暖房は居室連続運転、
それ以外は居室間歇運転を想定。※3「HEAT20 設計ガイドブック」（一般財団法人　20 年先を見据えた二本の高断熱住宅研究会）より引用
※4「ＺＥＨのつくり方」（一般社団法人　日本建材・住宅設備産業協会）より引用

表・2

表・3

３

上位等級、ZEH水準を上回る等級の水準案
地域の区分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

等級５ UA 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7
UA 0.28 0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7
UA 0.20 0.20 0.20 0.23 0.26 0.26 0.26
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
UA 0.72 0.72 1.21 1.47 1.67 1.67 2.35
ηAC ― ― ― ― ― ― ―
UA 0.54 0.54 1.04 1.25 1.54 1.54 1.81
ηAC ― ― ― ― 4.0 3.8 4.0
UA 0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.87
ηAC ― ― ― ― 3.0 2.8 2.7

強化外皮基準 UA 0.40 0.40 0.50 0.60 0.60 0.60 0.60
G 1※ UA 0.34 0.34 0.38 0.46 0.48 0.56 0.56
G 2※ UA 0.28 0.28 0.28 0.34 0.34 0.46 0.46
G 3※ UA 0.200.20 0.20 0.23 0.23 0.26 0.26

※「2020年を見据えた住宅の高断熱化技術検討委員会（HEAT20）」策定の基準Ｇ１～

●住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく住宅性能表示制度における ZEH 水準を上回る等級について

戸建て住宅の ZEH水準を上回る等級の設定について
○住宅性能表示制度の断熱等性能等級におけるＺＥＨ水準を上回る等級 (等級 6、等級 7）については、暖冷房にかかる一次エネ
　ルギー消費量の削減率（概ね30％削減、概ね40％削減）を目安として設定する。
○暖房機のない8地域におけるＺＥＨ水準を上回る等級については、冷房一次エネルギー消費量の削減率や建材の使用実態を考慮し
　等級6としてηAC =5.1 をせっていする。

　現行水準
地域区分

等級2
（Ｓ55基準）
等級3

（Ｈ03基準）
等級4

（省エネ基準）

住宅
品確法
断熱等
性能等級

住宅
品確法
断熱等
性能等級

ＺＥＨ

民間基準
（参考）

（上位等級）

等級7
（ＺＥＨ水準を上回る等級）

等級6
（ＺＥＨ水準を上回る等級）

８
―
6.7
―
5.1
―
―

８
―
―
―
―
―
6.7
―
―
―
―

Ｇ

UA=［Ｗ/m2・Ｋ］

UA=［Ｗ/m2・Ｋ］

表・1
地域区分 1　　 2　　 3　　 4　　 5　　 6　　 7　　 8

HEAT20 基準

外皮平均熱貫流率
UA値 [ W/(m2・k)]

冷房期の平均日射熱取得率（ηA値）

G1 基準

共通

0.34 0.34 0.46 0.56 0.56 0.56 0.56
G2基準
G3基準

0.28 0.28 0.34 0.46 0.46 0.46 0.46
0.20 0.20 0.20 0.23 0.23 0.26 0.26

2.8 2.7 3.23.0ー ー ーー

0.46 0.46 0.56 0.75 0.87 0.87 0.8725年省エネ基準

■｢省エネルギー基準」と　民間機関の基準「HEAT20」　G1・G2基準

※ゼロ・エネルギー・ビル

※


